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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年7月18日(2019.7.18)

【公開番号】特開2017-228849(P2017-228849A)
【公開日】平成29年12月28日(2017.12.28)
【年通号数】公開・登録公報2017-050
【出願番号】特願2016-122050(P2016-122050)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/387    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ    5/232    　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    1/387    　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和1年6月14日(2019.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力された処理対象の対象画像に対し、第１の画像処理を実行し、処理結果の第１の画
像を記憶手段に書き込む第１の処理手段と、
　前記記憶手段に書き込まれた前記第１の画像を読み出し、該第１の画像に対し、前記第
１の画像処理と異なる第２の画像処理を実行し、処理結果である第２の画像を出力する第
２の処理手段と、
　前記第１の処理手段と前記第２の処理手段とを制御する制御手段と、を有し、
　前記第１の画像処理及び前記第２の画像処理は、処理対象である画像につき定められた
複数の領域の各々について実行されるものであり、
　前記制御手段は、前記第２の処理手段による前記第１の画像の読み出しを、前記第１の
処理手段による該第１の画像の書き込みと並行して行うよう制御し、
　前記第１の画像処理の処理対象として前記対象画像につき定める第１の領域の大きさよ
りも、前記第２の画像処理の処理対象として前記第１の画像につき定める第２の領域の大
きさが小さい
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第２の処理手段による前記第１の画像の画素の読み出しが、前記
第１の処理手段による該画素の書き込みよりも前になされないよう制御することを特徴と
する請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記第２の画像処理は、前記第１の画像につき定められた１つの前記第２の領域につき
、該領域の画素と該領域外の参照領域の画素とを読み出して実行される画像処理であるこ
とを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記対象画像につき定める少なくとも１つの前記第１の領域の大きさ
を、１つの前記第２の領域を処理対象とする前記第２の画像処理において読み出される前
記参照領域の画素を含むように決定することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置
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【請求項５】
　前記制御手段は、前記第２の領域に対応する画素を含む前記第１の領域に、該第２の領
域を処理対象とする前記第２の画像処理において前記参照領域として読み出される画素が
含まれるように、前記第１の領域の大きさを決定することを特徴とする請求項３に記載の
画像処理装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記第１の領域の大きさと前記第２の領域の大きさとを、少なくとも
前記第２の画像処理の実行後の前記第２の処理手段による前記第１の画像の画素の読み出
しにおいて、前記第１の処理手段による該画素の書き込みを待機する必要がないよう決定
することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記第１の領域の大きさと前記第２の領域の大きさとを、前記第１の
処理手段及び前記第２の処理手段の少なくともいずれかの処理性能、及び前記記憶手段か
らの画像の読み出しに係り使用可能な帯域幅に基づいて決定することを特徴とする請求項
１乃至６のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　前記処理性能は、対応する画像処理において読み出して保持可能な画素数、及び、対応
する画像処理において単位時間あたりに処理可能な画素数の少なくともいずれかを含むこ
とを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記第１の画像につき定める前記第２の領域と同数であり、かつ複数
種類の大きさを有する前記第１の領域を前記対象画像につき定めることを特徴とする請求
項１乃至８のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記第１の画像につき定める前記第２の領域の数を、前記対象画像に
つき定める前記第１の領域の数よりも多くするよう、前記第１の処理手段及び前記第２の
処理手段を制御することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の画像処理装
置。
【請求項１１】
　前記第２の画像処理は、幾何変形を行う処理を含むことを特徴とする請求項１乃至１０
のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項１２】
　撮像を行い、対象画像を出力する撮像手段と、
　請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置と、
を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１３】
　前記撮像装置の状態は、前記対象画像の撮像に用いられたレンズの特性を含むことを特
徴とする請求項１２に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　入力された処理対象の対象画像に対し、第１の画像処理を実行し、処理結果の第１の画
像を記憶手段に書き込む第１の処理工程と、
　前記記憶手段に書き込まれた前記第１の画像を読み出し、該第１の画像に対し、前記第
１の画像処理と異なる第２の画像処理を実行し、処理結果の第２の画像を出力する第２の
処理工程と、
　前記第１の処理工程と前記第１の処理工程とを制御する制御工程と、を有し、
　前記第１の画像処理及び前記第２の画像処理は、処理対象である画像につき定めた複数
の領域の各々について実行されるものであり、
　前記制御工程において、前記第２の処理工程における前記第１の画像の読み出しを、前
記第１の処理工程における該第１の画像の書き込みと並行して行うよう制御され、
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　前記第１の画像処理の処理対象として前記対象画像につき定める第１の領域の大きさよ
りも、前記第２の画像処理の処理対象として前記第１の画像につき定める第２の領域の大
きさが小さい
ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１５】
　コンピュータを、請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段とし
て機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　前述の目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、入力された処理対象の対象画
像に対し、第１の画像処理を実行し、処理結果の第１の画像を記憶手段に書き込む第１の
処理手段と、記憶手段に書き込まれた第１の画像を読み出し、該第１の画像に対し、第１
の画像処理と異なる第２の画像処理を実行し、処理結果である第２の画像を出力する第２
の処理手段と、第１の処理手段と第２の処理手段とを制御する制御手段と、を有し、第１
の画像処理及び第２の画像処理は、処理対象である画像につき定められた複数の領域の各
々について実行されるものであり、制御手段は、第２の処理手段による第１の画像の読み
出しを、第１の処理手段による該第１の画像の書き込みと並行して行うよう制御し、第１
の画像処理の処理対象として対象画像につき定める第１の領域の大きさよりも、第２の画
像処理の処理対象として第１の画像につき定める第２の領域の大きさが小さいことを特徴
とする。
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